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フレッシュモルタルのフローのバラツキに及ぼ

す高性能AE減水剤の作用の影響 
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 W/C=30％,35%、40%のフレッシュモルタルの相対フロー面積比Gmと相対ロート流下速度Rmを求めた。同

一配合でもお試験日によりフローに差があり、ロート速度にはほとんど差は認められなかった。細骨材中

の微粒分量の変動が高性能AE減水剤の作用に影響すると考え、細骨材の一部を石灰石微粉末で置換し実験

を行った。その結果、石灰石微粉末の置換によりフローとロート速度の両方に影響がでた。この事により、

細骨材中の微粒分量の変動の影響とは認められない。そこで、高性能AE減水剤の効果に細骨材の表面水率

の大小が影響すると考えた。水セメント比・SP添加量を一定にして細骨材の表面水率をお大きく変化させ

てモルタルのフローとお細骨材の表面水率を求めた。細骨材の表面水率を大きく変動させることによって

フローも大きく変動鶴ことが解かった。一方、ロート速度には変動は見られなかった。したがって、フロ

ーの変動は細骨材の表面水率の変動である可能性を得た。 
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1. はじめに 

新型混和剤(高性能ＡＥ減水剤)はフレッシュモル

タルの流動の際の固体粒子間摩擦を低減する効果が

あるとされているが、そのメカニズムは未だ解明さ

れていない部分がある。本研究の目的はフレッシュ

モルタルのフローのバラツキに及ぼす高性能 AE 減

水剤の作用の影響を明らかにすることである。 

 

2. 試験方法 
2.1 練り混ぜ方法 

材料の練混ぜにはパドルミキサを用い、練混ぜ速

度は低速にて行った。自己充填モルタルの練り混ぜ

方法は細骨材とセメントを混ぜて30秒空練し、水と

高性能ＡＥ減水剤を入れて120秒一括練。 

 

2.2 使用材料 

使用材料を表-1に示す。セメントは普通ポルトラ

ンドセメントを使い、細骨材は石灰石砕砂を、混和

剤は高性能AE減水剤を使用した。 
表-1 使用材料 

セメント 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ(3.15g/cm3) 

細骨材 石灰石砕砂 5～15mm(2.70g/cm3) 

SP グレニウム6500、8ＳＶ 

 

2.3 測定方法 

フローコーンにモルタルを詰め、振動を与えずフ

ローの広がりを測定し相対フロー面積比（Gm）を変

形性の指標とした。Vロートにモルタルを投入し、

流下時間を測定し相対ロート速度比（Rｍ）を粘性

の指標とした。 

Ｇｍ＝ (ｄ1×ｄ2－ｄ0²)/ｄ0² 

Ｒｍ＝１０/ｔ (sec) 

 

3.  観察結果 
図-1にW/C=30%，W/C=35%，W/C=40%の相対フロー

面積比Gmと相対ロート流下速度Rmの関係を示す。 

なお、高性能AE減水剤のお添加量を0.8%とモルタル

中の細骨材容積比を50%とお一定にしました。 

 

 
図-1  W/C=30%，W/C=35%，W/C=40%の相対フロー面

積比Gmと相対ロート流下速度Rmの関係 

 

同一配合でもお試験日によりフローに差があり、ロ

ート速度にはほとんど差は認められなかった。 

 

4.  仮説 
細骨材中の微粒分量の変動が高性能AE減水剤の作

用に影響すると仮説を立てる。 

本研究で用いた石灰石砕砂を写真-1に示す。石灰石

砕砂の0.15ｍｍ以下の微粒分含有率が13.4%と高く

この量が大きくバラツイたと考えました。 
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写真-1 本研究で用いた石灰石砕砂 

 

5.  仮説の検証 
図-2に細骨材の一部を石灰石微粉末で置換し、フ

ローとロート速度の関係を示す。細骨材中の微粒分

量を意図的に大きく変えたのと同じ。石灰石微粉末

による置換率を0%，5%，10%とした。 

 
図-2 細骨材の一部を石灰石微粉末で置換したとき

のフローとロート速度の関係 

 

石灰石微粉末の置換によりフローとロート速度の

両方に影響がでた。これは、3.1のフローのみ変動

すると言う傾向とは異なる。この事により、細骨材

中の微粒分量の変動の影響とは認められない。 

 

6.  新たな仮説 

図-3，図-4，図-5に各水セメント比の表面水率と

フローの関係を示す。 

 
図-3 W/C=30%,S/M=50%,グレニウム6500 

 
図-4 W/C=35%,S/M=50%,グレニウム6500 

 
図-5 W/C=40%,S/M=50%,グレニウム6500 

 

表面水率とフローとの間には相関がありそうだと

言う事が解かった。そこで、高性能AE減水剤の効果

に細骨材の表面水率の大小が影響するとの仮説をた

てた。 

 

7.  仮説の検証 
図-6に水セメント比・SP添加量を一定にして細骨

材の表面水率をお大きく変化させてモルタルのフロ

ーとお細骨材の表面水率の関係を示す。細骨材の表

面水率を約0.7%,1.3%,1.7%と変化させた。 

 
 

図-6 W/C=40%,S/M=50%,グレニウム6500 

 

細骨材の表面水率を大きく変動させることによっ

てフローも大きく変動鶴ことが解かった。 

一方、ロート速度には変動は見られなかった。した

がって、フローの変動は細骨材の表面水率の変動で

ある可能性を得た。 
 

8.  結論  
モルタルのフローのバラツキの原因は細骨材中の

微粒分量の変動ではなかった。 

細骨材の表面水率の変動が高性能 AE 減水剤の効

果に影響を及ぼしている可能性が得られた。この事

により、表面水率により細骨材への高性能 AE 減水

剤の吸着が影響されている可能性がある。 
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